日本OP第7-14-1
平成26年4月7日
平成26年度　第３回ＯＰ協会理事会議事録

日時　：平成26年3月8日（土）10:25～16:00

場所　：フォーシーズ会議室

参加者：占部副会長、矢野理事長、河内副理事長、榊原理事、田中理事、花田理事、岡田理事、

　　　　須河内理事、青野理事、中村理事、高山理事、（順不同）

欠席者：荒川理事、松尾理事、周東監事、秋山監事、（順不同）
議事録作成：高山理事、確認者：榊原理事（東日本）、岡田理事（西日本）

議事に先立ち、上記議事録作成者と確認者を決定し、矢野理事長を議長として審議を実施した。

審議事項

議題1　総務委員会　新年度会員登録について　榊原理事

　２０１４年度からは会員カードを発行しない。会費納入を確認しだい、登録会員を協会ＨＰにＵＰする。締め切りは例年と同じ５月３１日とする。
議題２　レース委員会

（1） ２０１４年度全日本出場資格の大会枠申請　中村理事
大会枠申請は締め切った。一部該当大会不明の入金があり確認中。実施済み大会で未入金の大会には入金を依頼する。入金確認しだい、協会ＨＰに資格者をＵＰする。
（2） 東日本選手権日程について　須河内理事

　　大会会場の都合から、８月１５日～１７日の開催は困難になった。
８月２２日～２４日に変更で調整中。
また、東日本地区におけるチームレースセミナーについては、東日本選手権中の実施は日程的に困難なことから、別日程での開催を検討する。
（3） 全日本選手権の検討状況について　花田理事
広島大会でのレース海面を検討中。JODAレース委員会にてレース海面を含めて案を作成し、次回理事会で再度検討する。
（４）最終選考会の開催地状況について　花田理事
　　複数の申請があった。３月末の公募締め切り後に理事会にて検討、決定する。
（５）全日本チームレースの資材調達について　花田理事
優勝杯新調の見積りは２～３万円。新調の方向で進める。

議題３　強化・海外派遣委員会

（１）アジア大会の派遣状況について　田中理事
ＪＯＣからＪＳＡＦに対し、人数枠は提示された模様。ＪＳＡＦ内で艇種と人数を検討中だが、ＯＰ級は昨年度の国際大会での成績が低調だったこともあり優先順位低く、派遣の可能性は低い。決定時期も未定であり、連絡待ちである。

（２）北米選手権の状況について　花田理事
　　ＮＯＲが公開された。日本から参加可能か問い合わせしており回答待ちの状況である。
（３）ナショナルチーム合宿について　田中理事
　　ワールド、アジア、ヨーロッパ内定の各選手１９名を含み総勢５４名の申し込みがあった。
　　コーチは宮川恵子氏に依頼済み。

選手には陸上での行動を含め、日本代表の自覚と姿勢を高めてもらうよう指導する。同行する大人にも趣旨ご理解いただき、協力を要請する。

具体的には、最低限の行動として、時間厳守、団体行動、自立（親を頼らない）、グッドマナー（６９条含む）などを指導強化する。
　　ここ数年の帰国後派遣レポートからは、成績不振のため、落胆、反省の内容が目立つ。

　　目的意識をしっかり持ち、悔いの残らない遠征とするため、メンタル面にも指導強化する。
議題４　計測委員会　田中理事

２０１４年度はイヤーシリーズを実施しないことを再度確認。また、東西選手権における新型フォイルの適用も２０１５年度からと再度確認した。
議題５　普及・育成委員会　矢野理事長
協会としての範囲議論はＪＳＡＦも同様の悩みがある模様。
　　ＯＰ協会としても手探りとなるが、各クラブの悩みや成功事例を共有することから始めたい。
　　河内副理事長にてアンケート案作成、榊原理事より加盟クラブ連絡員へ依頼する方向で着手する。

議題６　アジア大会の収支報告　須河内理事

　　全ての支払いが完了した。収入については一部スポンサーとの行き違いがあり減収があった。
　　収支の詳細をまとめ、総会にて決算報告を会員に行うこととする。

議題７　グッドマナーについて　河内副理事長

ここ数年のＯＰ協会主催大会において、選手及び選手関係者のスポーツマンシップ、グッドマナーに反しかねない事象が発生している。協会として再発防止に取り組む必要がある。
　　議論の結果、以下対策を実施することとした。
1 ＮＯＲ／ＳＩへの追記

・実質的に大会へ関与する選手関係者にもＲＲＳ遵守を記載する。
・実質的に大会へ関与する選手関係者にはＪＳＡＦ加盟を推奨する。
・選手引率するチームリーダーはＪＳＡＦ及びＯＰ協会会員とする。

2 啓蒙活動

・協会ＨＰにグッドマナーに関する周知を掲載する。

・ルール講習会等を通じて、ＲＲＳ６９条違反になると選手継続が致命的になることも含めて、マナー向上を啓蒙していく。
議題８　東西選手権の過去入賞者について　榊原理事

　　　過去の東西選手権において一部入賞者の記録が無い大会があり、調査が難航していることから、加盟クラブの連絡員を通じて、調査協力の依頼を行う。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

議事録作成者：高山、確認者：東日本水域　榊原、西日本水域　岡田　

